



Study of Methods of Student Play Instruction Seen through Children Festivals





























































年度に初めて開催し，本年度（ 7 月25日に開催）が 2
回目の取り組みである．体育館の 2 つの教室に手作り
の遊びブースを各 5 ブースずつ，合計10ブース（表 1





































分間で，アンケートの回収率は 1 年次生が97.1％， 2
年次生は100％であった．
　回収したアンケートは，まず授業担当教員である著


































































1 子どもの目線の高さに合わせて関わる 34 51.5 23.4 23.4
2 子どもに笑顔で関わる 33 50.0 22.8 46.2 
3 子どもの行動をほめる 14 21.2 9.7 55.9 
4 子どもに分かりやすく話す 10 15.2 6.9 62.8 
5 子どもの主体性を尊重する 9 13.6 6.2 69.0 
6 必要に応じてできないところを手伝う 7 10.6 4.8 73.8 
7 子どもに積極的に話しかける 5 7.6 3.4 77.2 
8 子どもの思いを受け止める 4 6.1 2.8 80.0 
9 遊びの面白さを伝え，子どもの興味を引く 3 4.5 2.1 82.1 
10 日常的な会話をする（名前・年齢・所属など） 3 4.5 2.1 84.1 
11 子どもに優しく声をかける 3 4.5 2.1 86.2 
12 大袈裟に反応する 3 4.5 2.1 88.3 
13 子どもと一緒に自分が楽しく遊ぶ 2 3.0 1.4 89.7 
14 子どもと挨拶をかわす 2 3.0 1.4 91.0 
15 安全に配慮する 2 3.0 1.4 92.4 
16 子どもの気持ちを推測する 2 3.0 1.4 93.8 
17 子どもを応援する 2 3.0 1.4 95.2 
18 子どもに正しい言葉づかいで話す 2 3.0 1.4 96.6 
19 先輩のまねをする 2 3.0 1.4 97.9 
20 子どもに遊び工程の見通しを持たせる 1 1.5 0.7 98.6 
21 答えが返ってくるような質問をする 1 1.5 0.7 99.3 
22 大きい声で話す 1 1.5 0.7 100.0 












　続いて， 2 年次生の子どもとの関わり方を表 4 に示
す． 2 年次生74名の回答を内容に従って分類したとこ
ろ，29種類の子どもとの関わり方にまとめられ，回答




















1 子どもの目線の高さに合わせて関わる 35 47.3 12.1 12.1
2 必要に応じてできないところを手伝う 32 43.2 11.1 23.2 
3 子どもに笑顔で関わる 28 37.8 9.7 32.9 
4 子どもの主体性を尊重する 26 35.1 9.0 41.9 
5 子どもの行動をほめる 24 32.4 8.3 50.2 
6 遊びの面白さを伝え，子どもの興味を引く 15 20.3 5.2 55.4 
7 年齢に合った関わり方を心がける 14 18.9 4.8 60.2 
8 子どもに積極的に話しかける 13 17.6 4.5 64.7 
9 日常的な会話をする（名前・年齢・所属など） 13 17.6 4.5 69.2 
10 保護者と話をする 11 14.9 3.8 73.0 
11 子どもと一緒に自分が楽しく遊ぶ 9 12.2 3.1 76.1 
12 子どもの思いを受け止める 8 10.8 2.8 78.9 
13 子どもに分かりやすく話す 7 9.5 2.4 81.3 
14 子どもと挨拶をかわす 7 9.5 2.4 83.7 
15 安全に配慮する 5 6.8 1.7 85.5 
16 子どもに遊び工程の見通しを持たせる 5 6.8 1.7 87.2 
17 子どもに優しく声をかける 4 5.4 1.4 88.6 
18 大袈裟に反応する 4 5.4 1.4 90.0 
19 子どもの気持ちを推測する 4 5.4 1.4 91.3 
20 一人一人とじっくり関わる 4 5.4 1.4 92.7 
21 子どもが楽しむことを第一に考える 4 5.4 1.4 94.1 
22 子どもを応援する 3 4.1 1.0 95.2 
23 子どもにお礼を言う 3 4.1 1.0 96.2 
24 保護者に参加してもらう 3 4.1 1.0 97.2 
25 忙しくても丁寧な対応を行う 3 4.1 1.0 98.3 
26 答えが返ってくるような質問をする 2 2.7 0.7 99.0 
27 子どもに正しい言葉づかいで話す 1 1.4 0.3 99.3 
28 大きい声で話す 1 1.4 0.3 99.7 
29 全体が見えるところに立つ 1 1.4 0.3 100.0 




















































　続いて，人的環境づくりについて， 1 年次生と 2 年
次生の子どもとの関わり方の比較を通して，学生の遊




立場の違いはあるものの， 2 年次生は 1 年次生よりも
子どもの関わり方についてより深く意識していると考
えられる．また， 2 年次生の子どもとの関わり方には




で比較すると，1 年次生は 6 種類であったのに対して，
2 年次生は12種類と 2 倍であったことからも裏付けら
れる．
　次に，表 3 の 1 年次生の子どもの関わり方について，
回答数が最も多かった「子どもの目線の高さに合わせ
て関わる」と次に回答数が多かった「子どもに笑顔で








































































































































6 ） 再掲 1 ），p. 178．
7 ） 再掲 1 ），p. 215．
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